
⽇本における⽣産性と所得収⽀
財務省 第三回国際収⽀に関する懇談会

2024年5⽉8⽇

学習院⼤学経済学部
滝澤美帆

1



出典）財務省
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第⼀回国際収⽀に関する懇談会における
第⼀次所得収⽀に関する考えられる論点

• 第⼀次所得収⽀の⿊字は⼀貫して増加
• 第⼀次所得収⽀⿊字の半分は、海外で再投資。対外直接投資を
積極的に⾏う⼀⽅、国内投資は低調
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国内投資の停滞

‐1.50%

‐1.00%

‐0.50%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

‐1.50%

‐1.00%

‐0.50%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

1995‐2000 2000‐2005 2005‐2010 2010‐2015 2015‐2020

成⻑会計

労働投⼊増加の寄与 資本投⼊増加の寄与 TFPの寄与 GDP成⻑率

データ出典）JIPデータベース2023 4



国内投資促進は重要
• ⻑らく投資は停滞→資本の年齢（ヴィンテージも上昇）→新し
い技術を体化した設備を使⽤できていない→⽣産性が上がらな
い

• 国内投資の停滞（⽣産の海外移転）→交易条件の悪化→⽣産性
があがっても賃⾦が上がらない

• GX、DX関連の投資に限らず、内外の市場を獲得できるような⻑
期の投資のための環境の整備は重要
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実質賃⾦と労働⽣産性の動きの乖離

実質賃⾦（CPIで実質化）
＝労働⽣産性
×CPIとGDPデフレーターの差
×その他（労働分配率など）
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まとめ
国際競争⼒を維持・強化するため、⽇本国内の成⻑⼒強化のため

• ⽣産性の上昇
• 交易条件の悪化をとめる

• 国内投資を増やす
• 国内⽴地の優位性を⾼める
• 原燃料等の海外調達の際の交渉⼒の強化
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